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新年明けましておめでとう

ございます。謹んで新年の

お慶びを申し上げます。

早いもので多摩支部のかじ
取り役を仰せつかってから

１年半が過ぎました。多摩

支部管内の全市町の組織化

は達成されましたが、女性会
員の増大は全く捗どらず、各地

域支部のご尽力をお願いする次第です。

大学の方では、昨年は理事長（柳谷 孝氏）・
学長（土屋恵一郎氏）ともに若返り、確実に

前進すべく、諸施策が進められています。

多摩支部も将来を見据えて、若い人たちを

取込んだ組織づくりや組織運営、事業活動な
どが求められるものと判断し、期待しており

ます。

特に多摩支部は在住校友が数千人を超える

地域支部から500人以下の地域支部等大小21
の地域支部を擁しておりますが、規模の大き

さに関係なく求められるのは「質」の向上で

はないでしょうか。
それには近隣の地域支部の状況を良く見、

知り、良い所は取り入れ、又は各種事業を協

賛し、輪を広げて行くのが一番の近道かと考

えていますが如何でしょうか。

土屋学長はそれぞれの存在を主張しながら、

寄り集まったアッセンブリーが「明治は一つ」

ではないかと言われてますが、私も同感です。
各地域支部の良い所を磨き、学び、校友の

絆を強くし「多摩地域支部のアッセンブリー

（多摩支部はひとつ）で、前へ進めながら、

輝く多摩家族」と呼ばれる支部を作って行こ
うではありませんか！

私の考える多摩支部飛躍への三つ

１． 各地域支部の質の向上をはかって行く。
２． 女性を含めた若者の参画。

３． 情報のスピードアップをはかる。

今年は酉歳です。神社仏閣に「鳥居」があ

るように開運につながる年と言われています。
我々も昨年同様に各地域支部の特長を生かし、

上記の課題を意識しながら開運を招き、校友

の絆を強くし「明治はひとつ、前へ」の旗の

もと、精一杯汗をかきましょう。

多摩支部長 西山 強
（昭和３６年 工 国分寺）
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編 集 後 書 様々な期待と不安を持って、平成29年が素晴らしい青空のもと始まりました。

この青空のように澄んだ明るい年であって欲しいと思います。年末・年始は多くの校友の期待もむなし

くメジャースポーツでは「強い明治」の姿はありませんでした。学業面でも上記表のごときであり、受

験者数や人気度に加えて、真の「質」の向上が求められる「今」だと思います。2018年問題が始まりま

す。校友の皆さん、募金への協力をはじめ、しっかり母校を応援していきましょう。 多摩支部広報委員会

（法科大学院関係資料出典：読売新聞・産経ニュース・２チャンネルほか/ 表の数値の左が母校・右は？大学）

頑張れ？法科大学院！！

昨年１２月２５日、文部科学省からとんでもないクリスマスプレゼントがありました。

母校明治大学の法科大学院が、実績不良により補助金ゼロ査定を受けたというものです。

これは実に深刻な問題と捉え、批判を承知で会報記事にいたしましたー広報委員 飯田光宏

年度 最終合格者数 最終合格率 合格者数順位

2007 80 115 40.0 51.6 6 5

2008 84 130 31.8 37.7 6 4

2009 96 124 31.0 32.6 6 5

2010 85 130 25.4 32.7 6 5

2011 90 138 24.0 31.9 6 5

年度 最終合格者数 最終合格率 合格者数順位

2012 82 155 20.4 32.8 6 4

2013 65 184 18.4 38.4 8 3

2014 63 172 17.3 35.2 8 1

2015 53 145 14.6 30.8 9 5

2016 36 152 12.1 35.8 9 2
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